
成長力強化のための基幹的物流ネットワークの整備

社会資本総合整備計画 事後評価調書

計画概要

◆計画期間
平成２９年度～令和３年度（５年間）

◆計画の目標
港湾、IC及び工業団地の造成等の民間投資と連携してアクセス道路を整備することにより、物流の信
頼性・効率性を高め、日本経済を牽引するモノづくり愛知の産業基盤の強化を図り、成長による富の創
出につながる交通基盤を構築することを目標とする。

◆計画の成果目標（定量的指標）
○IC等から拠点施設等（港湾・工業団地等）までのアクセスに要する時間の短縮
・IC等から拠点施設等へのアクセス時間の短縮割合を求める。
（評価時点のアクセス時間－整備前アクセス時間）／整備前のアクセス時間 （整備計画期間内に完了する事業のみ）
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評価内容

◆交付対象事業の進捗状況

交付対象事業 事業費 事業の実施状況 進捗率※

Ａ 基幹事業（道路事業） 24,847百万円
・一般国道419号（刈谷高浜拡幅）を始め9箇所の事業箇
所において約14kmを供用。主に用地交渉の難航により進
捗率が計画をやや下回った。

92％

Ｂ 関連社会資本整備事業 - - -％

C 効果促進事業 - - -％

合 計 24,847百万円

※事業費は実績値
※進捗率（％）について、 計画期間内で供用を予定した計画延長に対する実績供用延長の割合

◆事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況

・一般国道419号（刈谷高浜拡幅）を始め9箇所の事業箇所において約14kmが供用したことで、拠点間のアクセス性が
強化された。（別紙１）
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◆今後の方針

・港湾、IC及び工業団地の造成等の民間投資と連携してアクセス道路を整備することにより、物流の信頼
性・効率性を高め、日本経済を牽引するモノづくり愛知の産業基盤の強化を図り、成長による富の創出
につながる交通基盤を構築するため、令和４年度からの新規計画「成長力強化のための基幹的物流
ネットワークの整備」に基づき、早期整備完了を目指し、引き続き事業を推進する。

Ⅱ定量的指標の達成状況

指標（IC等から拠点施設等（港湾・工業団地等）までのアクセスに要する時間の短縮（（評価時点のアクセス時間－整備
前アクセス時間）／整備前のアクセス時間 ）

最終目標値 ８％
目標値と実績値に
差が出た要因

目標通り事業完了することができた。

最終実績値 ８％
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◆事後評価の実施体制、実施時期

事後評価の実施体制
計画策定主体である愛知県道路建設課において評価を実施し、その結果
を学識経験者（(公財)愛知県都市整備協会技術アドバイザー制度を利用）
へ報告し、参考意見を聴取する。

事後評価の実施時期 令和５年１２月

公表の方法
WEBページ掲載
（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/dourokensetsu/syashihonkeikaku.html）



【参考図１】事業箇所図
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A01-001 （国） 419号 刈谷高浜拡幅
A01-002 （国） 419号 高浜立体
A01-003 （国） 301号 松平BP
A01-004 （国） 151号 新城BP
A01-005 （国） 247号 中央BP
A01-006 （国） 419号 高浜拡幅　
A01-007 （国） 247号 碧南高浜拡幅　
A01-008 （国） 151号 一宮BP　
A01-009 （国） 247号 衣浦大橋
A01-010 （国） 151号 宮下立体
A01-011 （国） 419号 四郷上原拡幅
(A01-012) （主） 岐阜稲沢線 西尾張IC
A01-012 （一） 東大見岡崎線
A01-013 （主） 名古屋岡崎線 豊田・安城工区
A01-014 （主） 名古屋岡崎線 豊明・刈谷工区
A01-015 （主） 瀬戸大府東海線 長久手工区
A01-016 （一） 西中山越戸停車場線 越戸花本工区
A01-017 （主） 名古屋岡崎線 オアシス橋工区
A01-018 （主） 瀬戸大府東海線 瀬戸工区

要素番号 路線名 工区名

A01-018
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【基幹事業】
■事業名 一般国道247号（中央バイパス）

■事業区間 蒲郡市竹谷町～蒲郡市三谷町

■事業概要 L=1.5km ３種２級 W=24m（暫定２車線整備）

■事業のあらまし
本事業は、国道23号蒲郡ICと自動車産業を中心とした

「ものづくり」を支える重要港湾三河港とのアクセス強化
を図るとともに、市街部における通過交通と域内交通の輻
輳による交通渋滞の緩和を目的としたバイパス事業である。
これにより、産業基盤の強化や市街地の渋滞解消が期待さ
れる。

■事業効果
事業区間の整備によりバイパスが開通し、拠点間のアク

セス性が向上した。

事業効果の発現状況事例 別紙１

標準横断図
（整備後）

整備前の状況 整備後の状況

●2車線バイパス道路の整備
拠点間のアクセス性向上
（所要時間約30%短縮）

一般国道247号
（中央バイパス）

ｱｸｾｽﾙｰﾄ
(事業前)

（凡例）

■発現効果

ＮＮ

約30%短縮

がまごおり がまごおりたけのやちょう みやちょう

国23号蒲郡IC

重要港湾三河港

事業区間 L=1.5km整備済区間

整備済区間
事業区間

ｱｸｾｽﾙｰﾄ
(事業前・事業後)

事業区間 L=1.5km事業区間 L=1.5km
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【基幹事業】
■事業名
一般国道419号（刈谷高浜拡幅、高浜立体）

■事業区間

刈谷高浜拡幅：刈谷市小垣江～高浜市神明町

高浜立体：高浜市芳川町～高浜市碧海町

■事業概要

刈谷高浜拡幅：L=2.9km ３種１級 W=30～45m（４車線整備）

高浜立体：L=1.6km ３種１級 W=29.5m（暫定２車線整備）

■事業のあらまし
本事業は、重要港湾衣浦港と内陸工業地域のアクセス強

化を図るとともに、交通集中による渋滞の緩和を目的とし
た事業である。これにより、地域の経済活動を支え国際競
争力の強化に資する基盤を構築することが期待される。

■事業効果
事業区間の整備により、拠点間のアクセス性が向上した。

事業効果の発現状況事例 別紙１

標準横断図
（整備後）

整備前の状況 整備後の状況

●2車線バイパス道路の整備
拠点間のアクセス性向上
（所要時間約17%短縮）

一般国道419号
（刈谷高浜拡幅）
（高浜立体）

事業中区間

（凡例）

■発現効果

ＮＮ

約17%短縮か り や たかはまお が き え しんめいちょう

重要港湾衣浦港

事業区間

ｱｸｾｽﾙｰﾄ
(事業前・事業後)

国23号西中IC

事業中区間

整備済み区間

刈谷高浜拡幅
事業区間 L=2.9km

高浜立体
事業区間 L=1.6km

事業中区間

整備済み区間

か り や た か は ま たかはまりったい

たかはま たかはまよしかわちょう あおみちょう

（刈谷高浜拡幅）

（高浜立体）
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